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「黒“糖”焼酎だから糖質が多い」とよく
誤解されますが、本格焼酎は全て糖質
ゼロ。ダイエットにも最適です。黒糖焼
酎は奄美地方でしか造られない特別な
お酒。すっきりした味わいで、どんな割
り方も合います。私は紅茶割りでよく楽
しんでいますよ。

だ

﨑本 彩さん（21）
鹿児島市在住

本格焼酎の日11月1日を前に、鹿児島の焼酎の良さにあらためて目を向けてもらおうと、県内自治体有志で組んだ合同特集です。

芋焼酎のお勧めの飲み方は「お湯割り」。
香りが立ち、鹿児島の料理の味を引き
立ててくれます。黒ぢょかや薩摩切子、
そらきゅうなどの酒器にも鹿児島ならで
はの歴史や文化が隠れていて魅力的で
すね。焼酎を飲む人はみんな笑顔。人
同士を結ぶすてきなお酒です。

森 万
ま

由
ゆ

子
こ

さん（21）
鹿児島市在住

2015ミス奄美黒糖焼酎
2015ミス薩摩焼酎
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皆
さ
ん
は
「
ダ
レ
ヤ
メ
」
と
い
う
言
葉
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
鹿
児
島
弁
で「
ダ
レ（
疲

れ
）」
を
「
ヤ
メ（
取
）る
」。
仕
事
の
後
、
本

格
焼
酎
（
以
下
、
焼
酎
）
を
飲
ん
で
一
日
の

疲
れ
と
ス
ト
レ
ス
を
癒
や
し
、
明
日
へ
の
活

力
を
養
う
、
鹿
児
島
の
晩
酌
の
こ
と
で
す
。

な
ぜ
鹿
児
島
に
ダ
レ
ヤ
メ
文
化
が
根
付
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。
鹿
児
島
大
学
の
焼
酎
の

専
門
家
・
鮫
島
吉よ

し

廣ひ
ろ

さ
ん（
68
）に
、
そ
の
背

景
を
尋
ね
ま
し
た
。

風
土
が
生
ん
だ「
鹿
児
島
」の
お
酒

「
鹿
児
島
は
焼
酎
発
祥
の
地
。
16
世
紀
の

大
工
の
落
書
き
に
庶
民
の
お
酒
と
し
て
広

ま
っ
て
い
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
18
世

紀
に
は
当
時
高
価
な
米
の
代
わ
り
に
、
安
く

て
育
て
や
す
い
サ
ツ
マ
イ
モ
が
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
清
酒
作
り
に
向

か
な
い
暑
い
土
地
柄
が
、
焼
酎
造
り
に
合
う

麹
菌
の
導
入
や
製
造
法
の
工
夫
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
奄
美
地
方
で
は
、
黒
糖
の
産
地

な
ら
で
は
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
原
料
に
し
た
黒

糖
焼
酎
が
造
ら
れ
る
な
ど
、
鹿
児
島
独
自
の

お
酒
と
し
て
進
化
を
続
け
て
き
た
の
で
す
。

鹿
児
島
の
味
付
け
は
、
し
ょ
う
ゆ
を
は

じ
め
甘
く
こ
っ
て
り
。
そ
の
味
に
合
う
の

が
す
っ
き
り
と
し
た
『
焼
酎
』。
お
湯
割
り
、

水
割
り
な
ど
自
分
の
好
み
の
濃
さ
で
、
ア
ル

コ
ー
ル
度
数
を
変
え
て
食
中
酒
と
し
て
楽
し

め
る
、
世
界
的
に
も
特
に
珍
し
い
蒸
留
酒
な

の
で
す
。
さ
ら
に
鹿
児
島
大
学
の
最
近
の
研



https://www.youtube.com/watch?v=c7iKH8H5Puo

県内113全ての蔵元の焼酎が６杯500円で楽しめます。抽選で本格焼酎の
プレゼントも。「1万人でいっせい乾杯」や奄美出身の人気デュオ・カサリン
チュのライブ、前園真聖さんのトークショーなども行います。

詳しくはイベント
ホームページで。

焼酎は

⃝�「本格」焼酎とは、麹にイモや黒糖などの主原料を加えて発酵を進め、
できたもろみを単式蒸留器でじっくり蒸留して造られる、砂糖やアル
コールなどの添加物が一切無い焼酎。原料の風味が豊かで、味わい深
いのが特徴。

⃝�鹿児島の焼酎は「薩摩焼酎」として世界貿易機関（WTO）のトリプス協
定で、地理的表示の産地指定を受けています。

⃝�昭和62年、日本酒造組合中央会が、新酒がおいしい季節の11月１日
を本格焼酎の日と制定。平成19年には、奄美大島酒造組合が「こ・く・
とう」と読める５月９、10日を奄美黒糖焼酎の日と制定。

鹿児島の焼酎の
魅力が分かる動画は
こちらから

※お酒は20歳になってから、適量で。
※飲酒運転は法律で禁止されています。
※妊娠中や授乳期の飲酒は控えましょう。

本格焼酎の日11月1日を前に、鹿児島の焼酎の良さにあらためて目を向けてもらおうと、県内自治体有志で組んだ合同特集です。

鮫島吉
よし

廣
ひろ

さん（68）
南さつま市出身。大手酒造
メーカー勤務を経て、鹿児島
大学教授、全国初の焼酎学講
座を開講。同大焼酎・発酵学
センター客員教授。同市在住。

https://shochustreet.com/

鹿
児
島
の

本
格
焼
酎
の

基
礎
知
識

究
で
、
焼
酎
は
『
水
や
ほ
か
の
酒
よ
り
も
、

食
後
の
血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え
る
効
果
が
高

い
』
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
糖
質
や
プ
リ

ン
体
も
含
ま
ず
、
ま
さ
に
健
康
を
考
え
て
飲

む
な
ら
焼
酎
が
一
番
。

県
内
に
は
１
１
３
の
蔵
元
が
あ
り
、
そ
の

数
は
日
本
一
。
各
蔵
元
が
作
る
豊
富
な
銘
柄

と
多
様
な
味
わ
い
は
、
毎
日
飲
む
お
酒
と
し

て
無
限
の
楽
し
さ
を
秘
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
素
晴
ら
し
い
要
素
が
、
私
た
ち

に
ダ
レ
ヤ
メ
文
化
を
根
付
か
せ
た
の
で
す
」

焼
酎
を
最
高
の
お
も
て
な
し
に

鹿
児
島
県
は
焼
酎
文
化
で
「
お
も
て
な

し
」
を
掲
げ
る
条
例
ま
で
制
定
し
た
、
自
他

共
に
認
め
る
焼
酎
王
国
。
体
に
優
し
い
焼
酎

は
、
地
域
独
自
の
歴
史
と
文
化
が
ぎ
っ
し
り

詰
ま
っ
た
最
高
の
一
品
で
す
。
県
外
の
人
に

ぜ
ひ
焼
酎
の
良
さ
を
伝
え
、
こ
だ
わ
り
の
飲

み
方
や
多
様
な
銘
柄
を
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
お
も
て
な
し
が
、
鹿
児
島
の
魅
力

を
高
め
て
く
れ
ま
す
。「
ダ
レ
ヤ
メ
」
が
全

国
に
広
ま
る
日
を
夢
見
て
、
今
宵
も
鹿か

ご
ん
ま

児
島

の
焼
酎
で
乾
杯
、
し
ま
せ
ん
か
。

本格焼酎の日である11月1日から3日間、
天文館に、鹿児島初「焼酎ストリート」が出現。

県・市町村合同企画



　

寛
永
（
正
確
な
年
数
は
不
明
）
の
頃
、

日
置
郡
折
口
村
か
ら
阿
久
根
に
移
り
住

ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
折
口
伊
兵
衛

（
諸
説
で
は
伊
衛
尉
と
も
い
い
ま
す
。）

は
、
貿
易
商
で
あ
り
、
阿
久
根
に
お
け

る
焼
酎
造
り
の
元
祖
で
す
。
ま
た
、
別

の
伝
え
に
よ
る
と
、
伊
兵
衛
の
先
祖
は

琉
球
か
ら
折
口
村
に
移
住
し
て
、
貿
易

を
行
っ
て
い
た
と
あ
り
ま
す
。

　

阿
久
根
に
移
り
住
ん
だ
伊
兵
衛
は
、

焼
酎
造
り
に
精
進
し
ま
し
た
。
当
時
は

粟
を
原
料
と
し
た
粟
焼
酎
で
し
た
が
、

焼
酎
造
り
に
欠
か
せ
な
い
の
が
良
質
の

水
で
す
。
伊
兵
衛
は
諸
所
に
出
向
い
て

水
を
探
し
た
結
果
、
妙
見
川
の
清
い
冷

水
に
出
会
い
、
豊
か
な
焼
酎
造
り
に
成

功
し
ま
し
た
。
そ
し
て
「
千ち

酒ざ
け

」
と
命

名
し
ま
し
た
。

　

こ
の
千
酒
が
出
来
る
前
に
、
信
仰
心

の
厚
か
っ
た
伊
兵
衛
は
、
波
留
の
諏
訪

神
社
に
詣
で
、「
も
し
自
分
の
努
力
が

実
り
家
業
が
繁
栄
し
た
暁
に
は
、
必
ず

立
派
な
鳥
居
を
奉
納
し
ま
す
」
と
の
誓

い
を
立
て
て
い
ま
し
た
。

　

伊
兵
衛
の
千
酒
は
評
判
が
よ
く
、
阿

久
根
は
も
ち
ろ
ん
上
方
（
現
在
の
大
阪

や
京
都
方
面
）
に
も
船
で
積
み
出
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
粟
焼
酎
造
り
は
軌
道

に
乗
り
、
粟
数
百
石
を
使
用
す
る
大
醸

造
屋
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
、薩
摩
藩
主
光
久
（
十
九
代
）

の
参
勤
交
代
の
一
行
が
阿
久
根
に
一
泊

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

伊
兵
衛
は
、
役
人
た
ち
の
す
す
め
も

あ
っ
て
焼
酎
「
千
酒
」
を
献
上
し
ま
し

た
。
こ
の
千
酒
の
風
味
と
芳
香
は
、
藩

主
の
旅
の
疲
れ
を
癒
す
に
は
十
分
な
も

の
で
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
千
酒
の
出
所
を
尋
ね
る

光
久
に
、
郷
土
の
年
寄
の
一
人
が
、
伊

兵
衛
が
献
上
し
た
も
の
だ
と
言
っ
た
と

こ
ろ
、
光
久
は
伊
兵
衛
を
地
頭
役
所
に

招
き
、
千
酒
を
褒
め
称
え
、「
今
後
は

『
阿
久
根
諸
白
』
と
呼
ぶ
こ
と
に
せ
よ
」

と
焼
酎
銘
の
変
更
を
命
じ
た
の
で
し
た
。

こ
の
諸
白
と
は
、
最
上
級
の
焼
酎
の
意

味
で
、
伊
兵
衛
の
名
誉
は
こ
の
上
も
な

い
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
翌
年
、
伊
兵
衛
は
藩
庁
に
招
か

れ
、
藩
の
唐
通
詞
（
通
訳
）
と
し
て
働

く
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

　

唐
通
詞
は
藩
主
の
御
用
商
人
で
、
身

分
は
士
族
で
あ
っ
た
の
で
、
伊
兵
衛
は

生
ま
れ
故
郷
の
折
口
村
に
ち
な
ん
で
、

折
口
伊
兵
衛
重
芳
と
名
乗
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

伊
兵
衛
は
藩
主
の
信
頼
に
応
え
よ
う

と
、
焼
酎
造
り
に
精
進
し
た
の
で
、
家

業
は
ま
す
ま
す
繁
盛
し
ま
し
た
。

　

万
治
二
年
（
１
６
５
９
年
）、
伊
兵

衛
は
、
以
前
諏
訪
神
社
に
誓
っ
た
鳥
居

建
立
を
実
行
し
、
神
に
感
謝
の
誠
を
示

し
ま
し
た
。

　

こ
の
鳥
居
は
、
阿
久
根
焼
酎
の
由
来

を
物
語
る
記
念
碑
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　 当 時、 諏 訪 ( 南 方 ) 神
社（波留 区 ） に あ る 鳥
居 の 刻 文 に は 、

万治二年十月吉祥寺建立
　折口伊兵衛重芳 奉寄進
諏訪大明神御宝前
　諸願成就

と書かれていました。
※万治二年＝ 1659 年

折
口
伊
兵
衛
重
芳

阿
久
根
諸
白
を
造
っ
た

お
り
ぐ
ち
い
へ
え
し
げ
よ
し
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丹
宗
庄
右
衛
門
は
、
文
化
九
年

（
１
８
１
２
年
）
現
在
の
本
町
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
庄
右
衛
門
は
、
豪
商
・

河
南
源
兵
衛
家
と
姻
戚
関
係
で
あ
っ

た
の
で
、
若
い
頃
か
ら
薩
摩
藩
に
仕

え
、
琉
球
と
の
貿
易
に
従
事
し
て
い

ま
し
た
。
中
に
は
幕
府
の
役
人
の
目

を
逃
れ
て
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た

と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
が
幕
府
の
役
人
に
知
ら

れ
、
密
貿
易
の
罪
で
江
戸
で
捕
ま
り
、

嘉
永
六
年
（
１
８
５
３
年
）、
東
京
・

八
丈
島
に
流
さ
れ
ま
し
た
。

　

八
丈
島
は
伊
豆
諸
島
の
最
南
端
に
あ

り
、
江
戸
か
ら
２
９
０
㎞
を
隔
て
た
絶

海
の
孤
島
で
し
た
。

　

庄
右
衛
門
は
、
島
人
た
ち
の
生
活
の

苦
し
さ
を
知
る
に
つ
け
、
何
と
か
力
に

な
れ
る
方
法
は
な
い
か
と
苦
慮
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
故
郷
阿
久
根
で
造
ら
れ
て

い
る
焼
酎
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。

　

八
丈
島
で
は
米
を
多
く
作
れ
な
い
こ

と
を
知
っ
た
庄
右
衛
門
は
、
阿
久
根
か

ら
甘
藷
の
苗
と
蒸
留
器
を
取
り
寄
せ
、

島
民
に
薩
摩
の
甘
藷
を
原
料
と
し
た
焼

酎
造
り
を
親
切
に
教
え
ま
し
た
。

　

時
は
過
ぎ
、
流
人
の
生
活
を
送
る
こ

と
15
年
、
明
治
元
年
（
１
８
６
８
年
）

許
さ
れ
て
故
郷
に
帰
っ
た
庄
右
衛
門
は
、

五
十
代
半
ば
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
に
や

つ
れ
て
、
心
労
の
た
め
か
白
髪
の
老
人

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
同
八

年
（
１
８
７
５
年
）
９
月
、
波
乱
に
富

ん
だ
64
年
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

島
を
離
れ
て
百
年
後
の
昭
和
四
十
二

年
（
１
９
６
７
年
）、
庄
右
衛
門
の
功

績
を
た
た
え
て
、
八
丈
島
観
光
協
会
な

ど
に
よ
り
、
役
場
近
く
の
護
神
山
公
園

に
「
島
酒
の
碑
」
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

碑
に
は
、
密
貿
易
の
罪
に
よ
っ
て
八
丈

島
に
流
れ
て
か
ら
の
間
、
苦
し
み
に
耐

え
な
が
ら
、
島
民
に
焼
酎
の
製
法
を
伝

え
た
功
績
へ
の
感
謝
の
意
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　丹宗庄右衛門翁ハ薩州出水郡阿
久 根村ノ産デ　嘉永六年密貿易ノ
罪 ニヨリ八丈島二流サレ　明治元
年 赦 免 マ デ 謫 居 ス ル コ ト 十 五 年
初 メ テ 八 丈 島 ニ 焼 酎 ノ 製 法 ヲ 伝
エタ
　此ノ島酒タルヤ真二芳醇一酌忽
チ胸襟ヲ洗ッテ陶然万累ヲ忘レマ
サニ酎界の王者デアル
　茲ニ碑ヲ建テ翁ノ徳ヲ頌シ天ノ
美禄ヲ酔郷ノ賓ト共ニ礼讃スル

「島酒の碑」の台座に
は、 左 の こ と が 記 さ
れています

丹宗庄右衛門の墓
（波留区蓮華寺跡地）

丹
宗
庄
右
衛
門

八
丈
島
に
焼
酎
を
伝
え
た

た
ん
そ
う
し
ょ
う
え
も
ん

島酒の碑（東京都八丈町）
写真：八丈町役場提供
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本
格
焼
酎
と
は
、

①
芋
や
米
、
黒
糖
な
ど
伝
統
的
な
原
料

か
ら
造
ら
れ
て
い
る
も
の

②
伝
統
的
な
手
法
で
あ
る
麹
を
用
い
て

糖
化
し
た
も
の

な
ど
、
製
造
方
法
に
お
い
て
一
定
の
条

件
を
満
た
し
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

　

製
造
方
法
は
、
５
０
０
年
前
か
ら
あ

る
製
法
の
「
単
式
蒸
留
」
に
よ
っ
て
造

ら
れ
、
原
料
の
香
味
成
分
が
溶
け
込
み

や
す
く
、
特
有
の
芳
香
と
風
味
が
あ
る

焼
酎
を
造
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
原
料
ご
と
に
、
米
焼
酎
や
い
も

焼
酎
、
麦
焼
酎
、
黒
糖
焼
酎
と
呼
ば
れ

ま
す
。

　

焼
酎
は
ど
の
よ
う
に
し
て
造
ら
れ
て

い
る
の
か
、
こ
こ
で
は
一
般
的
な
い
も

焼
酎
の
製
造
工
程
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

造
り
方
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
焼

酎
選
び
や
味
わ
い
に
も
新
た
な
楽
し
み

を
見
つ
け
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

本
格
焼
酎

が
で
き
る
ま
で

一般的な本格焼酎（芋）の製造過程

麹づくり仕込み

一次仕込み

二次仕込み

  主原料仕込み

原料 ( 米 )
　↓
洗穀・浸清
　↓
蒸米
　↓
製麹 ( せいきく )

原料 ( 芋 )
　↓
洗う・選別
　↓
蒸芋
　↓
粉砕

※芋単体ではアルコー
ルを発生させることが
できないため、「麹菌」
の力を借りて、芋のデ
ンプン質を糖化させる
必要があります。

※米麹に焼酎酵母と水を
加えて、一週間程度発酵
させ、焼酎酵母を増殖さ
せます。
　その結果できるのが、

「 も ろ み ( 酒 母 一 次 も ろ
み )」です。

※一次仕込みのもろみに主原料の芋と水を加え、混ぜ
合わせます。
　麹菌と増殖した酵母によって、10 ～ 15 日かけて、
原料の糖化とアルコール発酵が行われます。
　その後、甘く芳醇な「二次もろみ」ができます。

※発酵し終わった二次もろみを単式蒸留機で加熱し、
沸騰させます。
　蒸発して出てくる、アルコールやその他の揮発成分
を含む蒸気を冷ましたものが「原酒」です。

※蒸留した原酒を貯蔵
し、熟成させます。

調 整 完 了 後、 瓶 に
詰 め、 製 品 チ ェ ッ
ク を 行 い 出 荷 さ れ
ます。

※熟成を終えた後、タンクごとに風味を均
一にするためブレンドを行います。
　そのままではアルコール度数が高いた
め、水を加えて規定の度数 ( 主に 25 度 )
に下げます。

※主原料となるサツマ
イモは、デンプン質と
水分が多くて痛みやす
いため、集荷されたば
かりの新鮮なものを使
用します。

蒸留

瓶詰め貯蔵・熟成 割水・ブレンド
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蔵元紹介
　明治 35 年から脇本で創業
した蔵元を、平成 14 年に当
社が引き継ぎ、焼酎製造を
行っています。
　厳選された鹿児島県産の
芋を使い、昔ながらの甕に
よる酒母仕込みで大切に手
造りしています。

蔵元紹介
　総杜氏・黒瀬安光氏を中
心に、多種類の麹を使い、
焼き芋焼酎を開発し、それ
ぞれの貯蔵の技術を重ね、
酒類専門の販売店からの厳
しいご要望にお応えできる
製品造りに取り組んでいま
す。

蔵元紹介
　明治 32 年から鹿児島県
の恵まれた風土に小さな
蔵を構え、これまで代々
５代にわたり焼酎造りに
専念しています。
　こだわりの味を守りつ
つ、未来へ続く焼酎をじっ
くりと造り続けていきます。

代表的な銘柄
・あくねの華
・さつま美人

蔵元のお薦めの飲み方
　まずはストレートで！
　香りがよく、すっきりと
した味わいをぜひお楽しみ
ください。

蔵元のお薦めの飲み方
　季節によってお湯割り・
水割りが一般的ですが、前
割・炭酸割りもお薦めです。

蔵元のお薦めの飲み方
　鶴見にはお湯割りがおス
スメ！割ってからの時間で
味が変化するのを楽しんで
みてください。

福徳長酒類㈱
薩摩工場長
吹譯 達生さん

鹿児島酒造㈱
総杜氏
黒瀬 安光さん

大石酒造㈱
工場長
北川 喜継さん

代表的な銘柄
・さつま諸白 ・阿久根
・やきいも黒瀬 ・初光

代表的な銘柄
・鶴見 ・莫祢氏
・蔵純粋 ・あくね日和

「
現
代
の
名
工
」
黒
瀬
杜
氏
が
手
が
け
る
逸
品
揃
い

福徳長酒類

阿久根の 酒造３

鹿児島酒造 大石酒造
脇本 432-1／☎ 0996-64-3290 栄町 130 ／☎ 0996-72-0585 波留 1676 ／☎ 0996-72-0385

　阿久根市内には３つの蔵元があり、特徴のある焼
酎を出しています。
　また市内焼酎小売店には蔵元からのプライベート
ブランドを販売しているところもあります。
　　　※お酒は 20 歳から  ※飲酒運転禁止

鶴
見　
百
年
続
く
伝
統
の
味
を
是
非
お
試
し
く
だ
さ
い

鹿
児
島
県
産
「
白
豊
」
を
１
０
０
％
使
用
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　　阿久根では競泳が開催
鹿児島県民体育大会

　　リオ五輪水泳チームリーダー
坂元要さんが阿久根に凱旋

阿久根水泳スポーツ少年団
　岩元愛音さんが国体で活躍

西平良将市長を表敬訪問した岩元さん（左）と OWS 県選手
団監督を務めた白坂元樹さん（中央）

　第 71 回国民体育大会（希望郷いわて国体）が
９月６日に盛岡市で行われ、阿久根水泳スポーツ
少年団に所属する岩元愛音さん（神村学園高１年）
が出場しました。岩元さんは本年度から正式種目
となったオープンウォータースイミング（OWS）
の５km に出場し、１時間 13 分 45 秒５で 39 位
でした。岩元さんは、「レベルの高さを実感しま
した。国体にまた出られるようしっかり頑張りま
す」と話しました。

　第 70 回鹿児島県民体育大会が県内各地で開催
され、本市では競泳が９月 18 日にＢ＆Ｇ海洋セ
ンタープールで行われました。
　県内各地区から集まった成年から 70 歳以上の
男女約 380 人が、各種目に分かれて競い合いま
した。男女総合順位は次のとおりです。
　１位　鹿児島地区　２位　川薩地区
　３位　姶良地区　　４位　肝属地区
　５位　出水地区　　６位　日置地区
　７位　大島地区　　８位　南薩地区
　９位　曽於地区　　10 位　伊佐地区
　11 位　熊毛地区

　リオデジャネイロ五輪で水泳日本代表のチーム
リーダーを務めた（公財）日本水泳連盟専務理事
の坂元要さんが９月 16 日、西平良将市長を表敬
訪問しました。坂元さんは五輪での経験談を市長
に報告されました。
　また同日夜には市内ホテルで凱旋祝賀会が催さ
れ、市内外の水泳関係者約 130 人が集まり、日
本代表の活躍を祝い、坂元さんをねぎらいました。
　選手団の公式ユニホーム姿で登壇した坂元さん
は「目標通りのメダルの数が取れて周りからは

『ラッキーな男』と言われている。選手のおかげ
で大手を振って帰って来られた」と笑いを誘い、

「阿久根市や鹿児島県からぜひ代表が出てほしい。
そして東京五輪後の鹿児島国体も盛り上がってほ
しい」と期待を寄せました。

坂元 要
かなめ    

さん（61）

1955 年７月生。
浜町出身。法政大卒。
㈱日本水泳振興会取締
役副社長。（公財）日
本水泳連盟専務理事。

【主な現役時成績】
　400 ｍ 自 由 形 日 本
記録樹立。
　アジア大会 400 ｍ
自由形銅メダル
　アジア大会 800 ｍ
リレー金メダル
　　　　　　　　など

表敬訪問時、五輪の記念
品を贈呈されました。

8Akune



【団体の部】　　　　　
優勝　　　　　　　　
　楽笑会１　　　　　　　
準優勝　　　　　　　　
　赤瀬川 GG 同好会 A　　 
３位　　　　　　　　　
　くろしお GG 同好会 A　 

　　　アメリカのグラブメーカーゥィルソン社が来阿

　　　　　　  ロータリー旗争奪 阿久根・長島地区少年ソフトボール大会

　　　　今年で18回目。交通・地域安全G・G大会

同日、交通安全に関する講習会も開催されました。

ｸﾞﾗｳﾝﾄ ･゙ ｺﾞﾙﾌ

                  中原海鈴さん（女子陸上）5 000ｍ走で見事 V

【個人の部】
優勝
　中野孝志さん
準優勝
　六反田レイさん
３位
　神之田小夜子さん

寄贈されたグラブは大リーガーのダスティン・ペドロイア
選手 ( レッドソックス ) のモデル。商工観光課前に展示中。

　アメリカの大手スポーツ用品メーカー、ウィ
ルソン社の企画・営業を担当する社員の方々
４人が、９月 13 日から 15 日までの３日間、同
社のＰＲ映像撮影などのため阿久根市を訪れま
した。
　14 日には、同社のグラブを国内で唯一、受託
生産しているケイエスケイ㈱の村井英明社長と
一緒に西平良将市長を表敬訪問し、特製のグラ
ブを寄贈してくださいました。

　９月 22 日、市総合運動公園で阿久根ロータ
リークラブ主催の少年ソフトボール大会が開
催されました。今年で 33 回目。11 チーム約
140 人が参加し、Ａ・Ｂの２つのブロックに分
かれて熱戦を繰り広げました。
◇Ａブロック優勝 鷹巣Ａ
　　　　　準優勝 阿久根Ａ
◇Ｂブロック優勝 鷹巣Ｂ
　　　　　準優勝 西目

　陸上競技の日本学生対校選手権が９月３日に
埼玉県で行われ、中原海鈴さん（新町区出身で
松山大４年）が 5000 ｍ走に初出場し、見事優
勝しました。記録は 15 分 48 秒 16。
　中原さんは、「けがで、なかなか結果を残せ
ずに苦しんだ時期もありましたが、今回、優勝
できて本当にうれしいです。10 月末にある全
日本大学女子駅伝大会（杜の都駅伝）で優勝を
目指して頑張ります」と話されました。

　９月 23 日、市総合運動公園で第 18 回阿久根交
通・地域安全グラウンド・ゴルフ大会が開催され
ました。結果は次のとおりです。

ポリオ撲滅活動のためペットボトルキャップも集めました
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交通安全・防犯功労者３人が表彰されました！

栄えある「高齢者叙勲」
濵之上訓衞さんが受章！

↑濵之上訓衞さん（中央）と妻・セツさん、西平良将市長

防 犯・交通安全標語コンクールの表彰作品紹介

市
長
賞　
池
川 

チ
サ 

さ
ん
（
潟
区
）

「
オ
レ
オ
レ
も
　
わ
た
し
わ
た
し
も
　
サ
ギ
か
も
よ
」

金
賞　
松
下 

久
子 

さ
ん
（
段
区
）

「
オ
レ
オ
レ
は
　
ボ
ケ
た
ふ
り
し
て
　
教
え
な
い
」

銀
賞　
中
山 

サ
チ
子 

さ
ん
（
段
区
）

「
振
り
込
み
は
　
先
ず
疑
っ
て
　
相
談
を
」

銅
賞　
中
山 

勝
久 

さ
ん
（
段
区
）

「
確
か
め
ず
　
振
り
込
む
代つ

償け

は
　
泣
く
老
後
」

　
市
長
賞　
筒 

陽
葵 

さ
ん
（
折
多
小
１
年
）

「
か
ぎ
か
け
た
？
　
お
で
か
け
ま
え
の
　
あ
い
こ
と
ば
」

金
賞　
入
尾
野 

心
優 

君
（
鶴
川
内
小
２
年
）

「
あ
り
が
と
う
　
あ
い
さ
つ
う
ん
ど
う
　
あ
ん
し
ん
で
す
」

銀
賞　
奥
園 

こ
ゆ
き 

さ
ん
（
折
多
小
３
年
）

「
わ
た
し
の
い
の
ち
を
ま
も
っ
て
く
れ
る
　
ち
い
き
の
目
」

銅
賞　
別
府 

紗
弥
佳 

さ
ん
（
折
多
小
１
年
） 

「
ど
ろ
ぼ
う
さ
ん
　
み
ん
な
の
め
は
　
か
め
ら
だ
よ
」

市
長
賞　
原
田 

五
男 

さ
ん
（
上
原
区
）

「
夕
暮
れ
の
　
早
め
の
点
灯
　
わ
た
し
か
ら
」

金
賞　
大
漉 

安
夫 

さ
ん
（
古
里
区
）

「
停
止
線
　
し
っ
か
り
止
ま
れ
と
　
妻
が
云
う
」

銀
賞　
中
山 

勝
久 

さ
ん
（
段
区
）

「
漫
然
と
　
ハ
ン
ド
ル
握
り
　
地
獄
見
る
」

銅
賞　
松
下 

久
子 

さ
ん
（
段
区
）

「
止
ま
る
見
る
　
ゆ
ず
る
気
持
ち
が
　
事
故
防
止
」

市
長
賞　
髙
野 

愛
玲
那 

さ
ん
（
鶴
川
内
小
３
年
）

「
う
ん
て
ん
中
　
ス
マ
ホ
は
ぜ
っ
た
い
　
使
わ
な
い
」

金
賞　
祖
母
仁
田 

創 

君
（
鶴
川
内
小
６
年
）

「
危
な
い
よ
　
歩
き
ス
マ
ホ
は
　
事
故
の
も
と
」

銀
賞　
門
園 

愛
里 

さ
ん
（
折
多
小
３
年
）

「
青
だ
け
ど
　
か
く
に
ん
し
よ
う
　
右
左
」

銅
賞　
宮
﨑 

亮
輔 

君
（
鶴
川
内
小
５
年
） 

「
ど
こ
も
見
な
い
　
な
が
ら
ス
マ
ホ
は
　
命
取
り
」

交通安全標語作品防犯標語作品
－小・中学生の部－－小・中学生の部－ －成人の部－－成人の部－

↓左から東新さん、末吉さん、德丸さん、西平良将市長

　主に市の教育・文化振興の向上に尽力された
濵之上訓衞さん（88）に９月 27 日、高齢者叙
勲瑞宝双光章が伝達授与されました。
　濵之上さんは市の収入役や図書館長などを務
められ、市の歴史に関する文献の編さんに携わ
りました。「多くの先輩や同僚、支えてくれた妻
や家族のおかげで受賞でき、大変感謝している」
と話されました。

　平成 28 年度鹿児島県交通安全・防犯功労者
表彰を末吉優さん（交通安全功労者）、東新金
熊さん（交通安全功労者）、德丸雅英さん（防
犯功労者）が受賞し、9 月 14 日、市役所で表彰
状の伝達式が行われました。
　今年度は、県内で交通安全の部で 12 人と１
団体が、防犯の部では５人と５団体が受賞しま
した。
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　市では、９月末に「阿久根市暮らしの便利帳」
を（株）サイネックスと共同発行しました。
　「阿久根市暮らしの便利帳」には、各種行政サー
ビスをはじめ、防災、歴史、観光など役立つ情報
を掲載しています。
　発行にあたりご協賛いただいた企業、各種団体、
事業者の皆さまには、厚く
感謝いたします。
　市民の皆さまには、今月
中を目途に （株）サイネッ
クス・ネットワークが全世
帯を訪問し無償配布してい
ます。
　ぜひ、ご活用ください。

　本市の固定資産評価審査委員会の委員に新たに
大田俊雄さんが任命され、10 月３日、辞令が交
付されました。
　固定資産評価審査委員会は３人の委員で構成さ
れ、固定資産課税台帳に登録された事項に不服が
あった場合、適正か審査するもので、委員の任期
は３年です。

　９月 15 日から 17 日の３日間、鹿児島国際大
学の菊地裕幸教授と学生たち 15 人が、阿久根を
訪れ、飲食店や公園、海水浴場などを視察しまし
た。市と鹿児島相互信用金庫と取り組む地域活性
化事業の一環で、本年度末に報告をまとめ、発表
する予定です。
　ゼミ長の竪山謙介さんは、「阿久根の素晴らし
い人や食材を体験できました。阿久根に行きたく
なるような企画案を提言したいです」と話されま
した。

　日本で働きながら技術を学ぶ外国人技能実習生
を、毎年受け入れているヤナセ産業㈱が９月中旬、
交通法規や人命救助、法令講習などの研修を行い
ました。研修には中国からの実習生６人が参加し、
真剣な表情で学んでいました。
　人命救助研修に参加した駱

らく

雪
ぜつ

さんは「中国には
このような講習会はなく日本の意識の高さに驚い
た。困っている人がいたら助けられるよう覚えて
おきたい」と話されました。

日本の技術を学びました
交通法規、人命救助、法令…

大田俊雄さんに任命しました
「固定資産評価審査委員会委員」

阿久根の食・観光資源を調査
鹿児島国際大生が来阿

阿久根市暮らしの便利帳
全世帯に無償配布中です

人工呼吸法を真剣に学ぶ実習生たち
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　８月 23 日、阿久根市中学生会議
が市役所で初めて開かれました。
　会議には、市内４中学校の代表
20 名が出席し、「いじめ問題防止」
に向けて協議しました。
　標語募集など各生徒会で取り組ん
でいる内容の紹介、スローガンの決
定や宣言文の採択などを行いまし
た。（宣言文は下のとおりです。）
　「注意するにも相談するにも、ま
ずは行動することが大事。そのため
には勇気が必要」などと活発な意見
交換が行われ、スローガンとして、
　「行動」「勇気」が選ばれました。
　また、４中学校の案をもとに、阿
久根中学校生徒会が作成・提案した
宣言文が採択されました。
　今後、ポスターなどによる啓発を
行っていく予定とのことです。

阿
久
根
市

中
学
生
宣
言
文

～
い
じ
め
防
止
に
向
け
て
～

　
私
た
ち
は
、
自
然
豊
か
な
こ
こ
阿
久
根
の
全
学
校
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
て
も
、
い
じ
め
は
絶
対
に
し
ま
せ
ん
。
許
し

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
い
じ
め
防
止
の
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
誓
い
ま

す
。一

、
私
た
ち
は
、
困
っ
て
い
る
友
達
が
い
た
ら
、
見
て
み
ぬ
ふ
り

　
　
を
せ
ず
、
勇
気
を
も
っ
て
手
を
差
し
伸
べ
ま
す
。（
勇
気
）

一
、
私
た
ち
は
、
相
手
の
思
い
を
尊
重
し
、
理
解
し
て
行
動
す
る

　
　
よ
う
努
め
ま
す
。（
行
動
）

一
、
私
た
ち
は
、「
自
分
は
一
人
で
は
な
い
こ
と
」「
仲
間
が
い
る

　
　
こ
と
」
を
信
じ
、
一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
み
ま
せ
ん
。（
絆
）

一
、
私
た
ち
は
、「
助
け
を
求
め
る
」「
求
め
ら
れ
る
」
信
頼
関
係

　
　
を
大
切
に
し
ま
す
。（
信
頼
）

一
、
私
た
ち
は
、
明
る
い
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
お
互
い
の
コ
ミ
ュ

　
　
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
仲
間
意
識
を
大
切
に
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
あ
い
さ
つ
・
笑
顔
）

　
こ
の
五
か
条
を
中
心
に
、
日
常
生
活
や
学
校
行
事
の
中
で
意
識
し

て
呼
び
か
け
た
り
、
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
い
じ

め
「
０
」
の
学
校
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
久
根
市
立
四
中
学
校
生
徒
会

宣言文を
読み上げる
天辰亮斗君
( 阿久根中 )

に決定！
「行動」

「勇気」

←鶴川内中
　生徒会

阿久根中→
生徒会

↑
大
川
中
生
徒
会

↓
三
笠
中
生
徒
会

阿久根市中学生会議開催
「行動」「勇気」でいじめ「０」へ
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学科紹介Ⅰ

総合学科（定員 80 人）

8
阿久根市内唯一の高校「鶴翔高校」。
今回は、「体育祭」と「総合学科」を
紹介します。

文化祭開催のお知らせ

　総合学科は、普通科目から専門科
目まで、自分の進路希望や興味関心
に応じた選択をすることができる学
科です。

11月18 日（金）・19 日（土）
飛翔祭（文化祭）

系列 アカデミア スポーツ健康科学 情報・ビジネス 環境緑地

目標 国公立大学合格 東京オリンピック出場 資格を生かした進路実現 農業クラブ全国大会出場

２・３
年次

◦�大学進学に向けた文
系・理系別授業
◦�学力向上のための少人
数指導

◦�スポーツや健康につい
て理論や実践の学習
◦�競技力を生かした進学
または就職

◦�商業や情報に関する知
識と技術の習得

◦�資格を生かした進学ま
たは就職

◦�測量をはじめ土木や造
園の知識と技術の習得

◦�資格を生かした進学ま
たは就職

系列の
特徴

約８割が大学・短大へ進
学し、国公立大学も高い
合格率を誇ります。少人
数授業を実施し、きめ細
やかな指導を行います。

約５割が大学、短大、専
門学校に進学し、競技を
継続しています。
また、公務員などにも多
数合格しています。

各種検定で高い合格率を
誇り、公務員や全国の企
業へ就職しています。日
商簿記検定２級やＩＴパ
スポートなど上級資格も
取得しています。

これまで測量士補、二級
土木施行管理技術士など
の難関試験に多数合格し
ており、大学進学や公務
員、地元企業へ就職して
います。

昨年の
進路先

鹿児島大・宮崎大・大分
大・岡山大・宇都宮大・
鹿児島県短など

東海大・九州国際大・ト
ヨタ自動車・日本郵便・
鹿児島銀行など

鹿児島国際大・中村学園大・
近畿大・マキオ（A-Z）・
京セラ川内工場など

鹿児島国際大・久留米工
業大・全日本警備保障・
京セラ川内工場など

・習熟度別少人数授業：国・数・英を中心とした基礎教科で実施
・「産業社会と人間」：働く意義や様々な職業について学習

1年次

進級時、4つの系列から選択

　台風一過で秋空が広
がった９月５日、第 12 
回体育祭が盛大に開催さ
れました。
　部活動対抗リレーや学
校紹介レースなど新しい
競技も取り入れられ、全
力で競技に取り組む生徒
たちの姿は、観客に感動
を与えました。
　お忙しい中、観戦して
いただきありがとうござ
いました。

を開催します。
　19 日（土）には、シクラメン
やポインセチアなどの農産物即売
会も実施します。
　地域の皆さまもぜひお越しくだ
さい。

３年生が優勝！
第12 回体育祭開催
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１　職員の任免および職員数に関する状況

3　職員の給与の状況

2　職員の人事評価の状況

（1）採用者数と退職者数などについて

（3）部門別職員数の状況と主な増減理由

人事行政の
運営などの状況を
公表します

（2）ラスパイレス指数の状況（1）人件費の状況

（2）職員数の推移

　「阿久根市人事行政の運営等の状況の公表に関
する条例」に基づき、職員の任免、職員数、給
与、勤務時間などについて公表します。この条例
は、本市の人事行政の運営などの状況を市民の皆
さまに公表することにより、その公平性と透明性
を高めることを目的としています。　
※問い合わせ先
　総務課　職員係　☎０９９６（７３）１２１２

注１　各年4月1日現在
　２  　 ラスパイレス指数とは、国家公務員の

給与水準を100とした場合の地方公務
員の給与水準を示す指数です。

※各年4月1日現在

（注）人件費には特別職給与、議員・各種委員・嘱託員などに支給され
る報酬、退職手当負担金、共済組合負担金などが含まれます。

（参考）平成26年度の人件費率は、15.1％です。

平成
28 年度

職員数（4 月 1 日現在） 207 人
うち新規採用者数 11 人
うち再任用者数 1 人
うち派遣開始による異動者数 0 人
うち派遣終了による異動者数 0 人

平成
27 年度

職員数（4 月 1 日現在） 204 人
退職者数 9 人

年 本市 全国
市平均

県内
市平均 県

H27 92.2 98.7 98.5 97.0
H26 88.4 98.6 98.4 97.2
H22 96.6 98.8 99.0 94.3

区分
住民基本
台帳人口

（H28.3 月末）

歳出額
A

実質収支
歳出額

B
人件費率

B ／ A

27 年度 人
21,689

千円
12,332,143

千円
308,477

千円
2,081,229

%
16.9

区分
部門

職員数 ( 人 ) 対前年増
減数 主な増減理由H27 年 H28 年

一般行政
部門

議会 4 4 0
総務・企画 52 56 4 育児休業職員などの配置換え

業務増に伴う職員の充実
税務 11 12 1 事業推進に伴う専任職員の配置
民生 22 21 △ 1 育児休業職員の配置換え
衛生 17 17 0
労働 0 0 0
農林
水産 28 26 △ 2 育児休業職員などの配置換え

事業推進に伴う専任職員の廃止
商工 5 6 1 業務増に伴う職員の充実
土木 23 23 0
小計 162 165 3

特別行政
部門

教育 18 19 1 業務増に伴う職員の充実
小計 18 19 1

公営
企業等

会計部門

病院 0 0 0
水道 10 10 0

その他 14 13 △ 1 後期高齢者医療事業に伴う配置換え
小計 24 23 △ 1

合計 204 207 3

                
150

200

250

300

350

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
年度

職員数

うち一般行政
部門職員数

教育長を除く一般職の職員数です。 

人

　平成27年度は、実績、能力、態度の各項目について人事評価を行いました。人事評価の実施により
職員の主体的な職務遂行および能力開発を促進し、職場の活性化と効果的な人材育成を推進すること
としています。
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（3）職員給与の状況（一般会計当初予算）

（4）職員の平均年齢、平均給料月額および
　　平均給与月額の状況（平成28年４月１日現在）

（7）等級および職制上の段階ごとの職員数（平成28年４月１日現在、職員数207人）

（5）職員の初任給の状況
　　（平成28年４月１日現在）

注１　 「平均給料月額」とは、平成28年４月１日現在における各職
種ごとの職員の基本給の平均です。

　２　 「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手
当、調整手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額
を合計したものです。

　３　 阿久根市には、技能労務職員はいません。

注 1　本市は、特例減額（独自削減）前の額です。
　２　国は、特例減額はありません。

区分
職員数

A

給　　　　　与　　　　　費 一人当たり
給与費

B ／ A給料 職員手当 期末・勤勉
手当

計
B

28 年度 人
183

千円
625,674

千円
78,832

千円
243,868

千円
948,374

千円
5,182

一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均
年齢

平均給料
月額

平均給与
月額

平均
年齢

平均給料
月額

平均給与
月額

歳
41.3

円
288,800

円
320,900

歳
−

円
ー

円
ー

区分
本市 国

初任給 初任給
一般

行政職
大学卒 166,100円 176,700円
高校卒 144,600円 144,600円

注1　 職員手当には、退職手
当 負 担 金 は 含 み ま せ
ん。

　２　 給与費は、当初予算に
計上された額です。

（6）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成28年４月１日現在）
区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 234,692円 279,506円 ー
高校卒 205,506円 ー ー

注１　 金額は、各経験年数に在職する
職員の平均額です。

　２　 対象となる職員がいない場合は
ハイフン（−）としています。

注１　 学校給食セン
ター所長は、
教育総務課長
が兼務してい
ます。

　２　 農業委員会事
務局長は、農
政課長が兼務
しています。

　３　 選挙管理委員
会 事 務 局 長
は、監査事務
局長が兼務し
ています。

　４　 ７級（指定課
長）の制度運
用はしていま
せん。

等級 等級別基準職務表に規定する
基準となる職務

合計 内訳 職制上の段階
（人） （％） 職名 （人） (人) （％） 段階

１級 1 主事または技師の職務
2 主事補または技師補の職務 42 20.3

主事
技師
主事補
技師補

18
2

16
6 84 40.6 係員級

２級
高度の知識または経験を必要
とする業務を行う主事または
技師の職務

20 9.7 主事
技師

19
1

３級 主任の職務 22 10.6 主任 22

４級

1 係長の職務
2 園長の職務
3 主査の職務
4 参事補の職務

75 36.2

係長
園長
主査
参事補

23
1

48
3

75 36.2 係長級

５級

1 課長補佐、所長補佐または
　室長補佐の職務
2 次長の職務
3 主幹の職務

28 13.5

課長補佐
所長補佐
室長補佐
次長
主幹

19
1
0
2
6

28 13.5 課長補
佐級

６級

1 課長の職務
2 局長、所長、室長または
　館長の職務
3 参事の職務

20 9.7

課長
局長
所長、室
長、館長
参事

15
2
0

3

20 9.7 課長級

７級 指定課長の職務 0 0.0％ 指定課長 0 0 0 指定課
長級
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その他の手当て



4　職員の勤務時間、
　   その他勤務条件の状況

5　職員の休業に関する状況

（9）特別職の報酬などの状況

注１　 市長の給料は、平成27年4月1日から10％減額して支
給しています。

　２　 副市長の給料は、平成27年4月1日から8％減額して
支給しています。

　３　 教育長の給料は、平成27年4月1日から7％減額して
支給しています。

　４　 期末手当は、上記支給割合に在職期間の割合を乗じ
て支給しています。

　５（　）内の額が条例に規定されている額です。

(注)育児休業は、平成27年度中の新規申請分です。

             

 区 分 状     況 

勤務時間 月～金曜日  
午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分 

休憩時間 上記勤務時間内に 60 分 
勤務を 

要しない日 
国民の祝日、土曜日、日曜日、 
12 月 29 日～1 月 3 日 

年次休暇 

1 年につき 20 日付与。現年度付与
分のみ翌年度に繰り越し可 
平成 27 年の平均取得日数は、一人
当たり 7.2 日 

その他の 
休暇など 

病気休暇、特別休暇、育児休業など

育児休業 ４人

部分休業 ０

    

処分の種類 免 
職 

降 
任 

休 
職 

降 
給 

合 
計 処分の具体的事由 

勤務実績が良くない
場合 0 0 0 0 0

心身の故障の場合 0 0 1 0 1

職に必要な適格性を
欠く場合 0 0 0 0 0

職制、定数の改廃、
予算の減少により廃
職、過員を生じた場
合 

0 0 0 0 0

刑事事件に関し起訴
された場合 0 0 0 0 0

条例で定める事由に
よる場合 0 0 0 0 0

合  計 0 0 1 0 1

単位：件 

               

単位：件 
処分の種類 免 

職 
停
職

減
給

戒 
告 

合 
計 処分の具体的事由 

一般服
務違反

関係 

信用失墜行
為 0 0 1 0 1

その他 0 0 0 0 0

道路交
通法違

反 

職務遂行中 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

合  計 0 0 1 0 1

6　職員の分限および懲戒処分（平成27年度）

              

区 分 給料月額など 

給料 
市    長 　　　   720,000円（800,000円）
副市長                583,280円（634,000円）

教育長                545,910円（587,000円）

報酬 
議    長                371,000円（371,000円）

副議長                 290,000円（290,000円）
議    員                  263,000円（263,000円）

期末 
手当 

  （27年度支給割合）
市    長                            6月期      1.475月分
副市長 12 月期    1.675月分
教育長                                 計          3.15月分
  （27年度支給割合）
議    長                            6月期      1.475月分
副議長                         12月期      1.675月分
議    員                                  計          3.15月分

区 分 給料月額など 

退職
手当

 （算定方式） （支給時） 

市    長             給料×在職月数×0.4       1期ごとに支給

副市長            給料×在職月数×0.3        同上 
教育長            給料×在職月数×0.3        同上 
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人事行政の運営などの状況を公表します

7　職員の服務の状況

8　職員の研修の状況

９　職員の福祉および利益の保護の状況

（注）平成27年度実績です。

区　　　分 受診者数
定期健康診断 149 人

人間ドック

2 日ドック 35 人
1 日ドック 12 人
脳ドック 7 人
節目ドック 4 人

　 地 方 公 務 員 法 第 3 0 条 の 規 定 に よ り 、 職 員
は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤
務し、職務遂行に当たっては全力を挙げてこれ
に専念しなければならないとされています。
　この服務の根本基準を実行するために、職員に
は地方公務員法の規定により右のような職務上
の義務があります。

職務上の義務
・法令および上司の職務上の命令に従う義務
・信用失墜行為の禁止
・秘密を守る義務
・職務に専念する義務
・政治的行為等の制限
・争議行為等の禁止
・営利企業等の従事制限

　平成17年3月に策定した「阿久根市人材育
成基本方針」では『現状を見直し、自己と地域
社会の未来を豊かに創造できる「未来創造型職
員を目指せ」』をテーマに、自己啓発、職場研
修、職場外研修の3つを研修の大きな柱と位置
付け人材育成を推進してきています。
　平成27年度に行った研修の主なものは表の
とおりです。

　鹿児島県市町村振興協会自治研修センターで
行われる基本研修に、新規採用職員や採用後
3〜5年、7〜9年、12年以上の職員および係長以
上の職員を参加させました。自己啓発などのた
めの専門研修では、土木技術職員専門研修、民
法研修などに参加させました。
　出先機関等研修では、市町村アカデミーや法
務能力向上のための特別実務セミナー、介護支
援専門員実務研修などに参加させました。
　また、市独自の研修として、人権同和問題研
修や法制執務研修（中級）、人事評価制度に伴
う評価者研修などを実施しました。

（1）職員の健康診断の状況（平成27年度） （2）公務災害補償制度（平成27年度）

10　勤務条件に関する措置の要求などの状況

               

  研 修 名 修了・ 
受講人員

自治 

区分

研修 
セン 
ター 

基本研修 
一般職員研修 　　　　　　44人
管理監督者研修　　　　　 24人

人22 修研門専

その他
研修 

出先機関等研修　　　　　　　　　　　 27人
法制執務研修（中級）　　　　　　　　 26 人

人3411 他のそ

加入団体 災害
件数 災害の概要

地方公務員災害補償基金
鹿児島県支部 ０件 ー

勤務条件に関する措置の要求 ０件

不利益処分に関する申立ての状況 ０件
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あ
な
た
も
里
親
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

「
里
親
募
集
説
明
会
」 

を
開
催
し
ま
す

消
し
ま
し
ょ
う
　
そ
の
火
そ
の
時
　
そ
の
場
所
で

「
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」 

「
第
33
回
あ
く
ね

 

ボ
ン
タ
ン
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」

関心のある方は
お気軽にお越しください

※問い合わせ先
　生きがい対策課 家庭児童相談室
　☎０９９６‐７２‐３９３９

からの
お知らせ

●
里
親
と
は

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
族
と
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
を
、
家

族
の
一
員
と
し
て
自
ら
の
家
庭
に
迎
え
、

温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
、
愛
情
と
真
心

を
込
め
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
方
の
こ

と
で
す
。

　

養
育
を
お
願
い
す
る
子
ど
も
の
年
齢

は
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
、
養
育
期
間
は

数
か
月
か
ら
数
年
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

日
時　

11
月
11
日
㈮　

　
　
　

昼
の
部　
受　

付
：
午
後
１
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　

説
明
会
：
午
後
２
時

　
　
　

夜
の
部　
受　

付
：
午
後
６
時

　
　
　
　
　
　
　

説
明
会
：
午
後
６
時
30
分

場
所　
阿
久
根
市
民
会
館　

２
階
会
議
室

内
容　
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
紹
介

　
　
　

・
里
親
制
度
に
つ
い
て
の
説
明

　
　
　

・
個
別
相
談
（
希
望
者
の
み
）

日
時　

12
月
４
日
㈰　

種
目　
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
・
10 

㎞
・
５
㎞
・
３
㎞

　
　
（
日
本
陸
上
競
技
連
盟
公
認
コ
ー
ス
）

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
内
） 

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
４
６
４
９

●
鹿
児
島
県
の
現
状　

　

現
在
、
県
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
よ
り
家
族
と
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
が

約
８
５
０
人
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
約
80

人
が
里
親
な
ど
の
家
庭
で
、
約
７
７
０

人
が
児
童
養
護
施
設
や
乳
児
院
で
生
活

し
て
い
ま
す
。

　

で
き
る
限
り
家
庭
的
な
養
育
環
境
の

中
で
、
特
定
の
大
人
と
の
継
続
的
で
安

定
し
た
愛
着
関
係
の
も
と
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
を
支
え
て
い
く
た
め
に
、

た
く
さ
ん
の
里
親
を
必
要
と
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
時
季
は
火
を
使
う
機
会
が
多
く

な
り
、
空
気
も
乾
燥
し
ま
す
の
で
、
火

を
使
う
時
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

万
が
一
、
火
が
出
た
時
に
は
、
一
人

で
消
そ
う
と
せ
ず
に
、
隣
近
所
に
火
事

を
知
ら
せ
、
速
や
か
に
「
１
１
９
番
」

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
般
の
人
が
消
火
で
き
る
限
度
は
、

天
井
に
火
が
回
る
ま
で
で
す
。
そ
れ
以

上
燃
え
広
が
っ
た
場
合
は
危
険
で
す
の

で
、
素
早
く
避
難
し
、
消
防
隊
に
任
せ

ま
し
ょ
う
。

火
を
使
う
時
は
、

そ
の
場
か
ら
離
れ
な
い

出
か
け
る
前
や
寝
る
前
に
、

火
の
元
を
確
か
め
る

火
を
消
し
た
時
は
、

完
全
に
消
え
て
い
る

こ
と
を
確
か
め
る

11月９日(水)
 　 ～15日(火)

※
問
い
合
わ
せ
先

　
阿
久
根
地
区
消
防
組
合　
警
防
課 

予
防
係　
☎
０
９
９
６
（
７
２
）
０
１
１
９

参加申込みは
11月７日(月)まで！
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【第 28 回】消費生活コーナー

「投資詐欺」
「投資詐欺」には、
・未公開株に関するもの
・外国通貨に関するもの
・権利（太陽光発電権利、鉱物の採掘権、
　水の権利など）に関するもの

・社債や株に関し劇場型のもの
・プロ向けファンドに関するものなどがあ
ります。投資詐欺に遭うと被害金額が高額
であり、全財産を失ってしまう危険性があ
ります。

　このような勧誘である場合には「投資
詐欺」の可能性が高いので安易に話に乗
らず、きっぱり断るようにしましょう。
　必ず儲かることは、世の中にそうある
ものではありません。（皆無と言っても過
言ではありません）
　判断がつかない場合には、家族や知人、
消費生活センターや警察などに相談しま
しょう。
　困ったときは、消費生活センターにご
相談ください。
※問い合わせ先
　市消費生活センター（市役所商工観光課内）
　☎ 0996-73-1211（内線 1112）

①聞いたことのない業者（金融庁への登
録も確認できない業者）から勧誘され
る。

②「上場確実」「必ず儲かる」「元本は保
証される」などと勧誘される。

③「未公開株」や「私募債」「社債」の取
引を勧誘される。

④「その株は必ず値上がりする」「その株
を買ってくれたら後日高値で必ず買い
取る」などと勧誘される。

⑤業者から「金融庁（またはその他の公
的機関）から認可、許可、委託、指示
を受けている」などの説明を受ける。

⑥金融庁や財務省、消費者庁などの公的
機関やそれらを連想させるような名称
を使ってくる。　

「
差
押
動
産
公
売
会
」

　
　
　
　
　
　  

を
行
い
ま
す

「
移
動
ね
ん
き
ん
相
談
所
」

 

を
開
設
し
ま
す
（
要
予
約
）

　

市
で
は
、
滞
納
処
分
の
取
組
強
化
の

た
め
滞
納
者
宅
な
ど
を
捜
索
し
差
押
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
差
押
動

産
は
公
売
会
へ
出
品
・
換
価
し
市
税
な

ど
に
充
当
し
て
い
ま
す
。

◇
日
時　

11
月
12
日
㈯　

　
　
　

午
前
９
時
30
分
開
場　

　
　
　

10
時
入
札
開
始

◇
場
所　
薩
摩
川
内
市　

川
内
文
化

　

ホ
ー
ル
（
第
１
会
議
室
）

◇
必
要
な
も
の　

　

購
入
代
金
・
身
分
証
明
書
（
運
転

　

免
許
証
等
）・
印
鑑 

　

今
回
、
上
記
日
程
で
北
薩
地
域
の
市

町
合
同
公
売
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
多
数
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
期
限
内
納
付
さ
れ
て
い
る

方
々
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
滞
納

処
分
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

※
税
務
関
係
機
関
は
、
裁
判
所
の
許

可
・
命
令
が
な
く
て
も
法
律
に
基
づ
い

て
調
査
・
捜
索
・
差
押
な
ど
の
滞
納
処

分
を
直
接
行
う
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険

お
よ
び
共
済
年
金（
相
談
可
能
な
も
の
）

な
ど
の
年
金
制
度
全
般
に
関
す
る
『
移

動
ね
ん
き
ん
相
談
所
』を
開
設
し
ま
す
。

相
談
に
は
、
川
内
年
金
事
務
所
の
職
員

が
応
じ
ま
す
。

　

ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予
約

が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

予
約
の
際
は
、「
氏
名
」・「
基
礎
年
金

番
号
」・「
相
談
内
容
」・「
連
絡
先
（
電

話
番
号
）」
な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

◇
日
時　

11
月
17
日
㈭　

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で

※
予
約
時
間
の
10
分
前
ま
で
に
待
合
室

　
（
第
９
会
議
室
）
に
お
集
り
く
だ
さ
い
。

◇
場
所　
市
民
会
館
１
階 

第
10
会
議
室

◇
相
談
時
に
持
参
す
る
も
の

　

•

印
か
ん

　

•
 

年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
ね
ん

き
ん
特
別
便
、
ね
ん
き
ん
定
期
便

な
ど

　

•
 

本
人
確
認
の
で
き
る
資
料
（
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

　

  

※
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
も

　

必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
予
約
受
付
期
間　

　

11
月
１
日
㈫
～
11
月
10
日
㈭

　
　
　
（
厳
守
、
土
日
祝
日
を
除
く
）

※
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課 
管
理
徴
収
係　

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
０
２

※
予
約
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
環
境
課 

住
民
年
金
係

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
８
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リフレッシュ！健康講座
メンバー募集！体操教室

　阿久根市では主に特定健診を受診さ
れた方を対象に健康講座を開催してい
ます。
　メタボを指摘された方、最近、血圧、
脂質、血糖が高めという方はぜひご参
加ください！
　※申込み・問い合わせ先
　　健康増進課 保健予防係
　　☎0996-73-1228

　鹿児島県では肥満者や糖尿病等生活習慣病患者が増加傾向にあり、
健康関連団体と協働で、県民の健康への関心を喚起し、生活習慣の見
直しを呼びかける普及啓発活動をおこなっています。ひとりひとりが
健康に関心を持ち、健康づくりの輪を広げましょう！

ストレッチ
筋力アップ体操
代謝アップ体操
食事のお話（うち１回は調理実習）
※初回で測定を行い、目標を設定します

10月31日まで
「かごしま健康イエロー

カードキャンペーン」期間です

◇実施日時
　11 月９日（水）〜 平成 29 年２月１日（水）の

　毎週水曜日　10：00 〜 11：00　全 10 回

◇会場
　働く女性の家

◇対象
　阿久根市在住で運動できる方
　（おおむね 64 歳以下の方）

◇参加費
　無料 ※調理実習費は別途かかります。
　（１人およそ 300 円）

◇定員
　先着 20 人

申込み締切 11 月 2 日（水）まで

健康コーナー
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総合健診を
11 月に
追加実施します

歯周疾患
検診を
受診しませんか

　※申込み・問い合わせ先
　　健康増進課 保健予防係
　　☎0996-73-1228

◇日時・場所
     １１月５日 (土) ・１１月６日 (日)
         受付 7:00 ～ 9:30、折多地区集会施設
◇対象
　阿久根市に住民票のある 40 歳以上（H29.3.31 現在）
    の方
◇内容
　・特定健診・長寿健診
　・胃がん検診
　・大腸がん検診
　・腹部超音波検診
　・前立腺がん検診
　・肝炎ウィルス検診

早期発見！早期
治療！

　市では、節目の方を対象に歯周疾患検
診を実施していますが今年度の受診者が
少ないようです。これからも自分の歯で
お い し く 噛 ん で 食 べ 、 話 し 、 歌 い 、 笑
い 、 健康で楽しい毎日を暮らせるよう、
この機会にぜひ受診しましょう。

平成 27 年度歯周疾患検査結果
　平成 27 年度は歯周疾患検診を
136 人の方が受診しました。
　年齢が上がるにつれて受診者が増
えています。
　受診した方の９割以上が何らかの
異常（むし歯や歯石沈着など）があ
る状況でした。（下表参照）

年齢別受診者数と平均歯数 年齢別罹患内訳

◇実施期間
　12 月 31日 ( 土 ) まで
◇対象
　20・30・40・50・60・70・80 歳の方（H29.3.31 現在）
対象者には「広報あくね 10 月号」と一緒に再通知してあります。
◇自己負担金
　無料
◇実施医療機関
　市内協力歯科医院（通知文に記載してあります。）
※事前に予約が必要です。

異常なし
12人
8.8％

40歳

歯周病 むし歯

50歳

60歳

70歳

80歳

58.8％
58.8％

76.9％
50.0％

74.1％
51.9％

65.6％
46.9％

67.6％
38.2％

異常あり
124人
91.2％
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国民健康保険特別会計の不足

阿
久
根
市
は
コ
コ
に
き
て
い
ま
す

医
療
費
の
削
減
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

※問い合わせ先
　健康増進課
　国保係
　☎ 0996-73-1224

阿久根市の
国民健康保険
事情

　

阿
久
根
市
の
１
人
当
た
り
の
国
民
健

康
保
険
税
額
は
、
平
成
26
年
度
決
算
に

お
い
て
県
内
43
市
町
村
中
、
10
番
目
に

低
く
、
19
市
中
で
は
一
番
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

１
人
当
た
り
医
療
費
は
県
内
で
も
高

い
方
で
あ
り
ま
す
が
、
国
民
健
康
保
険

税
は
低
い
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

阿
久
根
市
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
の
不
足
分
を
一
般
会
計
か
ら
の
補

て
ん
（
法
定
外
繰
入
金
）
で
賄
っ
て
い

ま
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
で
不
足
す
る
分
は
、
加
入
し
て

い
る
方
の
国
民
健
康
保
険
税
で
賄
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
般
会
計
か
ら

繰
り
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
般
会

計
で
実
施
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

（
例
：
土
木
、
教
育
、
福
祉
な
ど
）
を

削
減
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

全
国
的
に
法
定
外
繰
入
金
が
増
加
し

て
い
る
た
め
、
平
成
30
年
度
か
ら
国
民

健
康
保
険
の
財
政
運
営
の
責
任
主
体
が

都
道
府
県
に
な
り
、
市
が
医
療
機
関
な

ど
へ
支
払
う
こ
と
と
な
る
費
用
（
保
険

給
付
）
は
、
全
額
、
県
か
ら
交
付
さ
れ

ま
す
が
、
市
は
県
へ
事
業
費
納
付
金
を

納
め
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
に
見
合
う

国
保
税
率
を
県
が
示
す
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

不
足
す
る
分
に
つ
い
て
は
国
保
税
率

を
引
き
上
げ
て
賄
う
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
国
保
税
率
の
引
き
上
げ
を
で
き
る

だ
け
抑
え
る
た
め
に
、
適
正
受
診
や
予

防
に
よ
る
医
療
費
の
削
減
に
努
め
て
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

適
正
受
診
や
医
療
費
の
削
減
が

必
要
で
す

1 人当たり
医療費に占める
国保税割合
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祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
巡
回

相
談
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
（
児
童

含
む
）
や
そ
の
ご
家
族
・
介
護
者
の
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
解
決
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

に
、
あ
い
わ
の
里
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に

委
託
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
巡
回

相
談
を
行
い
ま
す
。
相
談
に
は
、
社
会
福

祉
士
、
臨
床
心
理
士
な
ど
専
門
の
知
識
を

も
っ
た
職
員
が
対
応
し
ま
す
。

　

家
庭
の
こ
と
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

の
こ
と
な
ど
、
お
困
り
の
こ
と
や
知
り

た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、必
要
に
応
じ
訪
問
も
行
い
ま
す
。

◇
日
時　

11
月
25
日
㈮

　
　
　
　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

◇
場
所　

阿
久
根
市
民
会
館

※
問
い
合
わ
せ
先

　

あ
い
わ
の
里
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
☎
０
９
９
６
（
７
５
）
２
４
０
１

区
漁
業
調
整
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧　

　
平
成
28
年
の
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

登
録
漏
れ
な
ど
の
確
認
が
必
要
な
方
は

縦
覧
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
縦
覧
期
間　

　

10
月
20
日
㈭
～
11
月
３
日
㈭

　
　
　
　
　
　
　
（
土
日
、
祝
日
含
む
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

◇
縦
覧
場
所　
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

※
問
い
合
わ
せ
先

　
阿
久
根
市
選
挙
管
理
委
員
会　
事
務
局

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
６
７

辺
の
丘
マ
ル
シ
ェ
開
催

85
店
舗
が
参
加
予
定
！

◇
日
時　

11
月
6
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◇
場
所　

番
所
丘
公
園

20
回
出
水
商
業
デ
パ
ー
ト
開
催

（
出
水
商
業
高
校
）

◇
日
時　

10
月
30
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◇
場
所　

出
水
商
業
高
校
（
出
水
市
）

◇
内
容

・
特
産
品
販
売

※ 

今
年
も
北
海
道
利
尻
高
校
か
ら
の
出
品

や
企
業
と
共
同
開
発
し
た
新
商
品
「
鶴

恋
苺（
つ
る
こ
い
）」を
限
定
販
売
し
ま
す
。

・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

※ 

吹
奏
楽
部
・
演
技
や
出
水
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ブ
「
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｙ
Ｓ
」、

「
バ
ル
ー
ン
マ
ン
」
な
ど

・
農
業
器
具
機
械
の
展
示
販
売

・
そ
の
他　

20
周
年
に
ち
な
ん
だ
さ
ま

　

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

※
問
い
合
わ
せ
先

　
出
水
商
業
高
等
学
校

　

☎
０
９
９
６
（
６
７
）
１
０
６
９

理
補
助
講
習
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇
期
日　
計
８
日
間

　

11
月
…
24
日
㈭
・
25
日
㈮
・
29
日
㈫
・

　
　
　
　

30
日
㈬

　

12
月　

２
日
㈮
・
６
日
㈫
・
７
日
㈬
・

　
　
　
　

８
日
㈭

◇
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◇
場
所　

出
水
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
も
無
料
）

◇
定
員　

20
名

◇
締
切　

11
月
10
日
㈭

◇
講
習
概
要　

調
理
補
助
と
し
て
必
要

　
 

な
基
本
的
な
知
識
や
実
技
を
習
得

し
、
再
就
職
を
目
指
す
講
習
で
す
。

◇ 
対
象
者　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
登
録
し

て
い
る
55
歳
以
上
の
方

※ 

鹿
児
島
労
働
局
委
託
事
業
「
シ
ニ
ア

ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
地
域
事
業
」

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
株
式
会
社
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド

　
☎
０
９
９
（
２
１
４
）
２
１
４
０

福

海海第

調

月
31
日
㈪
ま
で
漁
船
海
難
防
止
運
動
実
施
中
！ 

①
常
時
適
切
な
見
張
り
の
徹
底 

②
船
体
機
器
の
準
備
・
点
検
の
実
施 

③
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用
な
ど
自
己
救
命
策
の
確
保
を
順
守
し
ま
し
ょ
う
！

10

くら のし 報情 ▼阿久根市役所☎0996-73-1211（代表） ▼三笠支所☎0996-75-0002 ▼大川出張所☎0996-74-0001

女性が一人で気軽に入れる店 
コーヒー  （おつまみ付き）
モーニング　（ドリンクセット）
ランチセット　（4種類から）
ケーキセット　（5種類から）

400円
500円
640円
500円
500円

（場所）ジョイフルより南へ 100ｍ （☎）６４-６２８８
喫茶  みんなの部屋（朝7時から）
弁当もあります （お茶付き）予約

有料広告

イベント

有料広告
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盆
す
ぎ
の
気
ま
ぐ
れ
台
風
北
国
へ

　
　
　

富
良
野
の
う
か
ら
無
事
に
安
堵
す 

野
村　

克
枝

風
に
乗
り
ホ
バ
リ
ン
グ
す
る
鬼
蜻や
ん

蜒ま

よ

　
　
　

君
優
れ
た
る
ヘ
リ
操
縦
士 

谷
口
久
美
子

な
つ
か
し
き
友
の
面
輪
を
顕
た
せ
つ
つ

　
　
　

精
霊
船
の
送
り
火
や
さ
し 
佐
潟　

俊
子

空
お
ほ
ふ
杉
の
林
の
ひ
と
と
こ
ろ

　
　
　

透
き
て
茜
の
夕
雲
の
見
ゆ 

別
府　

義
明

月
明
か
り
浴
び
て
遠
の
く
一
輌
車 

下
田　

京
子

よ
く
見
れ
ば
昼
月
淡
く
中
天
に 

波
留　

淑
子

盆
の
月
眼
閉
ず
れ
ば
夫
の
顔 

藤
脇
ア
イ
子

神
舞
の
幣
の
揺
れ
ゐ
る
秋
の
風 

立
山　

幸
子

婆ば

の
く
し
ゃ
ん　

線せ
ん

香こ

皿ざ
ら

灰へ

を　

顔つ

れ
被か

ぶ

っ 

新
福　

神
舞

【
唱
】
位い

埤へ

ん
亭と

主と

ど
ん　

に
っ
こ
い
笑わ

る
や
っ
が

桜し

島ま

ん
灰へ

を　

他よ

所そ

か
ら
来き

た
者し

ゃ　

土み
や
げ産

し
っ　

  

内
田　

辰
丸

【
唱
】
貰も

ろ
た
土み
や
げ産
ち　

神か
ん
だ棚
ね
上あ

げ
っ

《
阿
久
根
短
歌
会
》

※
送
り
仮
名
は
歴
史
的
仮
名
使
い
を

　
使
用
し
て
い
ま
す
。

●『Ｅ高生の奇妙な日常』 田丸　雅智（著） ●『ぼくはまだ、横浜でキスをしない』　　樋口　有介（著）

●『おつきみ』　  　黒井　健（絵）  あまんきみこ（作）●『ゴッド・スパイダー The God Spider』 三浦　明博（著）

図書館へ行こう!
未返却本はありませんか

新刊案内

み
ん
な
の
う
た

市立図書館／☎ 0996− 72−0607
開 館 時 間／午前９時〜午後７時

《
阿
久
根
俳
句
》

《
薩
摩
狂
句
》

題
　「
灰へ

」

うっかり返却するのを忘れてしまっている本はありませんか。図
書館が閉まっているとき（休館日・夜間）でも、玄関横の『返

却ポスト』に入れて返すことができます。皆さまのご協力をよろし
くお願いします。

毎日不思議な出来事がおこる「E 
高」。そこに通う高校生にまつ

わる青春を描いた、爽快ショート
ショート。

10年前、親父が盗撮で逮捕されて、母と貧乏
暮らしするハメになったぼく。だが盗撮事

件の裏には警察の陰謀があった。チートな美少女
として現れた幼なじみのメイとぼくは、最低な人
生をやり直す冒険へと電気自転車で走りだす !

日々野は世界初となる人工蜘蛛糸の量産
化研究に邁進していた。しかしある日、

大学時代の友人・片桐が量産化に成功する。
片桐は大学在学中、サイバーアタックにより
研究データを消失した過去を持っていた…。

今夜はお月見。えっちゃんは準備に大忙し。
ところが、空に大きな雲が広がってきまし

た。えっちゃんと子猫のミュウは、雲に動いて
くれるようお願いするために、おもちゃ箱に乗っ
て、窓から空へ飛び出し…。季節のおはなし絵本。

※うぶごえ・おくやみは、個人情報のため掲載していません。
　ご了承ください。
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人のうごき（9月30日現在）
前月比 

人　口　 21,603人       （ー９）
　男　　 10,152人　  （+４）
　女　　11,451人       （ー13）
世帯数　10,355世帯   （ー ２）
●出生　12人/●死亡　33人
●転入　62人/●転出  50人

植
木
剪
定
講
習
会
開
催
！

　
（
受
講
料
は
無
料
）

◇
日
時

　

10
月
27
日
㈭　
　

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◇
場
所

　

 

阿
久
根
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
階
娯
楽
室
・
実
技
会
場

◇
持
参
す
る
も
の

　

 

筆
記
用
具
、手
袋
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

剪
定
は
さ
み
な
ど

◇
対
象
者　
60
歳
以
上
の
方

◇
定
員　
20
人

◇
講
師　
陳
尾
千
秋
さ
ん

（
一
級
造
園
技
能
士
）

◇
申
込
期
限　
10
月
20
日
㈭

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（公社）
阿
久
根
市
シ
ル
バ
ー
人
材

　
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
４
８
８
８

　

９
月
24
日
、
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
か
ら

大
き
な
声
援
が
聞
こ
え
て
き
た
の
で

行
っ
て
み
る
と
、阿
久
根
水
泳
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
開
催
の
毎
年
恒
例
「
水
泳

マ
ラ
ソ
ン
」
の
日
で
し
た
。

　

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
と
同
じ
42
・

１
９
５
㌔
を
団
員
が
リ
レ
ー
で
泳
ぎ

き
る
も
の
。
今
年
は
事
情
に
よ
り
34

㌔
（
ド
ー
バ
ー
海
峡
と
同
じ
距
離
）

を
団
員
28
人
が
懸
命
に
泳
い
で
た
す

き
を
つ
な
ぎ
、
８
時
間
５
分
の
記
録

で
し
た
。

　

リ
オ
五
輪
で
水
泳
日
本
代
表
の

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
本
市
出

身
の
坂
元
要
さ
ん

の
よ
う
に
、
世
界

で
活
躍
す
る
選
手

が
阿
久
根
か
ら
た

く
さ
ん
誕
生
し
て

ほ
し
い
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　

  （
所
﨑
）

　市では、「生ごみ堆肥化モデル事業」を
行っています。
　出来上がった堆肥は、市民の皆さんに
無料で配布しています。
　ぜひ一度お試しください。

※問い合わせ先
　市民環境課環境対策係 ☎ 0996-73-1219
※堆肥の申込み先
　北薩環境管理協同組合 ☎ 0996-84-2875
！堆肥の申込み・配布は、平日 (8:30 ～ 17:00) のみ

“生ごみ堆肥”を使ってみませんか

ガーベッジあくね

３年 牛
うし

ノ
の

濵
はま

 優
ゆう

奈
な

 さん

▼  

大川中学校

今月の題字

●将来の夢について
　私はまだ、将来の夢が決まってい
ません。どんな仕事が自分に向いて
いるのかわからないので、これから
の学校生活でじっくりと考えていき
たいと思います。
　そのためにも、来年の高校受験に
向けて、勉強をがんばりたいです。

堆肥に
うまれかわり♪

家庭から出た生ごみよ
く
漉
き
込
ん
で
使
っ
て
ね

1 袋：8kg
大量に希望さ
れる方もご連
絡ください

○

※うぶごえ・おくやみは、個人情報のため掲載していません。
　ご了承ください。
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有料広告有料広告

（ただし、5日は華道のみ開催）

第 70 回
記念大会
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